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海
外
日
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（
＋
九
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本

一

清

一間

誌
¥
閲
日
〔
月
）

　
朝
十
時
か
ら
天
丈
蔓
e
今
日
ば
マ
ゼ
ラ
ン
星
雲
の
丈
献
潜
研
究
し
て
、
長
い

時
間
か
費
し
カ
Q

　
午
後
五
暗
か
ら
の
物
理
學
談
謡
會
の
題
匡
紫
外
線
の
光
度
測
定
で
あ
っ
六
。

　
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
ブ
ン
ビ
ー
｛
教
授
よ
一
り
の
來
堂
日
に
よ
れ
げ
h
F
E
シ
ー
グ
リ
ー
ヴ

ス
老
人
が
望
蓮
鏡
を
賞
り
象
が
つ
て
み
ろ
由
。
此
の
人
に
一
度
會
っ
て
見
れ
い

ヒ
思
ふ
Q

舳闘

氏
�
E
㎜
日
（
火
）

　
今
日
に
大
小
の
爾
マ
セ
ラ
ン
星
雲
申
の
星
團
亡
星
雲
電
撃
研
究
し
乳
O

　
そ
し
て
此
の
方
癒
に
、
既
に
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
が
多
数
の
蔚
獲
見
な
し
て
み
ろ

の
々
知
つ
象
り
勿
論
未
獲
表
で
ば
あ
る
が
。
…
…
…
兎
に
か
く
、
皆
之
れ
ア
レ

キ
パ
出
張
所
の
爲
眞
槻
測
の
結
果
の
賜
物
だ
。
爲
眞
の
偉
力
に
今
後
大
に
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ぜ
思
ふ
。

　
今
朝
配
布
さ
れ
六
プ
ソ
テ
ン
の
申
に
、
自
分
の
や
つ
六
ア
ン
ド
ロ
メ
座
Z
星

の
研
究
結
果
が
載
っ
て
み
ろ
。

　
賎
婦
時
か
ら
、
　
ハ
ー
ゾ
ー
ド
大
転
音
樂
講
堂
へ
E
バ
ラ
ン
テ
ン
四
書
M
バ
｝

　
ラ
ー
夫
人
の
演
奏
為
き
》
に
行
く
Q

　
今
n
口
に
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
の
誕
生
日
だ
虐
云
ふ
〇

二
月
†
㎜
嵩
日
（
水
）

　
ウ
♪
4
ル
ソ
ン
山
の
ア
ダ
ム
ス
峯
長
か
ら
、
・
さ
吾
㌔
に
属
日
分
が
挺
出
し
て
於
い
☆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
プ
ψ

太
陽
研
究
の
論
丈
が
遽
途
さ
れ
て
來
糞
。
大
き
な
表
な
ご
が
あ
る
の
で
即
刷
費

の
か
さ
む
の
為
恐
れ
、
ぺ
1
ジ
搬
た
減
じ
て
く
れ
ビ
い
ふ
注
丈
で
あ
る
Q
カ
ー

ネ
ギ
ー
財
團
定
も
あ
ろ
も
の
が
ケ
チ
な
事
為
言
ふ
も
の
だ
定
思
ふ
け
れ
ご
、
仕

「
三
四

方
が
な
い
O
ー
ー
そ
れ
に
ニ
コ
ル
ソ
ン
君
の
批
詳
も
來
六
の
で
、
少
し
計
箕
な

し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O

　
午
後
二
二
か
ら
、
瀞
ス
．
ト
ン
の
セ
貯
ヰ
ン
劇
場
へ
行
っ
て
、
ジ
ェ
ン
・
カ
ウ
ル

の
沙
翁
劇
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ク
レ
ナ
パ
ト
ッ
為
観
ろ
。
既
方
が
前
の
ロ
ミ
ナ
ポ
ジ
ュ

リ
ェ
ジ
ト
よ
り
も
好
い
書
髭
ふ
。

　
夜
九
時
牛
か
ら
天
文
豪
へ
行
き
、
キ
ン
グ
数
授
が
十
．
．
覧
吋
な
使
用
ぜ
ら
れ
ろ

の
に
封
し
、
自
分
に
六
一
存
使
っ
て
、
夜
雫
、
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
星
の
掩
傲
た
観

測
し
六
が
、
不
幸
、
自
分
に
操
定
時
刻
の
談
解
か
ら
失
敗
し
六
〇
残
念
々
々
h

　
日
本
の
外
債
が
景
氣
よ
く
成
立
し
力
固
い
ふ
。

島
月
十
鯉
日
（
＊
）

　
太
陽
論
の
補
潰
ε
し
て
、
今
日
ば
終
日
計
算
に
費
し
糞
O
何
だ
か
ニ
コ
ル
ソ

ン
君
の
批
評
に
當
っ
て
み
な
い
ゾ
！

二
月
十
五
日
（
金
）

　
今
日
も
朝
か
ら
太
陽
恒
敷
の
計
算
Q
い
よ
一
、
カ
ル
シ
ウ
ム
雲
亡
太
陽
熱

亡
の
問
に
に
薩
接
關
係
が
無
い
事
為
確
か
め
象
。

　
日
本
外
債
に
肇
表
．
芝
同
時
に
萱
り
切
れ
。

剛一

誌
¥
六
日
（
土
）

　
ミ
ス
・
ヴ
ナ
カ
ー
の
方
か
ら
、
ア
セ
ラ
ン
雲
の
比
較
星
が
ま
に
つ
て
來
な
い
の

で
、
こ
」
暫
く
手
持
無
沙
汰
Q
其
の
問
の
タ
イ
ム
な
消
す
穴
め
、
海
蛇
座
R
W

星
な
班
究
す
ろ
こ
ビ
定
し
、
其
の
準
備
々
す
る
O

　
夜
、
室
住
毒
心
訪
。

二
月
十
宅
日
（
日
）

　
遅
れ
坊
為
し
カ
Q
食
後
、
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
ク
レ
イ
ギ
！
館
附
近
な
二
人

で
散
歩
Q
そ
れ
か
ら
ス
ク
ェ
ア
准
経
て
蹄
宅
。

　
午
後
、
又
、
散
歩
O
ハ
ー
ザ
】
ド
大
學
の
フ
ォ
グ
美
術
館
奄
魏
ろ
O

罵
月
を
八
日
（
月
）

　
午
前
中
に
海
蛇
座
」
R
W
星
の
比
較
星
な
測
定
Q

　
年
忌
に
太
陸
恒
数
の
計
算
為
、
及
、
別
の
方
徳
か
ら
つ
穿
け
ろ
Q

鑑
月
十
九
日
（
火
）

　
午
前
中
、
海
蛇
座
R
W
星
の
一
九
二
一
！
二
三
年
間
に
於
け
る
愛
光
曲
線
な
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作
．
つ
て
見
去
。
光
度
範
園
カ
バ
さ
い
の
で
少
し
く
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
長
期
か

不
規
則
か
。

　
午
后
、
太
陽
熱
の
計
算
全
部
終
了
Q
こ
れ
で
二
通
り
の
ズ
露
か
ら
、
太
陽
恒

扱
定
カ
ル
シ
ウ
ム
雲
芝
の
間
に
に
相
關
係
数
が
全
く
存
在
し
な
い
事
が
確
立
し

雲
O
始
め
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
君
の
批
評
潜
甑
職
す
ろ
位
な
つ
も
り
で
あ
っ
六
庇
の
計

算
力
ら
、
意
外
な
副
産
物
た
得
穴
の
に
喜
ば
し
い
O

　
午
后
四
時
牛
か
ら
、
ブ
イ
リ
プ
ス
・
プ
ル
ク
ス
館
で
、
物
理
の
ラ
イ
マ
ン
敏
授

の
信
仰
オ
現
代
宗
敏
電
い
ふ
講
渡
た
吾
～
く
。
此
の
國
．
の
人
々
に
ば
、
や
ば
り
、

い
つ
ま
で
も
宗
教
定
評
學
オ
の
黙
係
が
解
け
な
い
謎
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

．
夕
食
に
、
英
子
に
マ
ー
ケ
ソ
ト
か
ら
買
っ
て
來
六
魚
た
さ
し
み
に
し
て
見
糞

恐
る
一
の
胃
瞼
で
あ
っ
れ
が
別
に
當
ら
な
い
ご
こ
ろ
潜
見
る
ビ
、
さ
ほ
ご
心

配
す
ろ
程
で
．
も
な
い
。

二
月
二
学
B
（
水
）

　
日
本
よ
り
來
．
信
。
柴
原
君
か
ら
．
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
池
田
保
造
君
が
一
月
の

中
頃
に
病
死
し
て
し
ま
つ
歪
．
ε
い
ふ
。
余
り
突
然
で
、
思
ひ
が
け
な
い
の
で
、

二
人
ぜ
も
大
ぴ
っ
く
り
、
本
国
ご
は
思
ほ
れ
な
い
ゆ

　
雪
亡
風
定
が
激
し
く
て
、
．
今
臼
ば
ヤ
ー
キ
ー
ス
で
用
ゐ
索
雪
靴
か
に
く
〇

二
月
二
†
隔
日
（
木
）

　
海
蛇
座
R
W
座
匡
長
期
攣
光
星
、
週
期
約
三
百
七
十
日
定
知
れ
れ
Q
一
寸
、

珍
ら
し
い
型
の
星
だ
。

二
月
二
十
羅
臼
（
金
）

　
今
日
に
ヲ
シ
ン
ト
ン
の
誕
生
a
定
あ
っ
て
、
来
國
一
般
の
休
日
。

　
朝
＋
一
時
頃
、
藤
原
氏
が
當
地
に
新
建
の
春
日
非
氏
な
案
内
一
て
、
來
訪
せ

ら
れ
☆
の
で
、
午
餐
な
供
　
し
索
。
午
后
二
時
牛
に
ば
室
佳
日
が
、
又
、
加
藤

氏
な
始
め
て
連
れ
て
來
ら
れ
旗
。
．

　
今
日
に
、
吾
が
家
ぜ
し
て
ば
、
英
子
の
誕
生
日
に
も
當
っ
て
ゐ
ス
の
で
、
夕

方
、
万
丈
蔓
の
E
S
キ
ン
グ
敏
授
ビ
同
夫
人
ミ
な
宅
に
招
憲
、
日
本
式
の
晩
餐

な
す
》
め
れ
。
夫
人
ば
左
｝
こ
電
あ
っ
て
、
看
た
始
終
左
手
で
握
’
て
居
ら
れ

†
。
．
兼
が
蝕
り
多
い
の
で
少
々
槻
肩
ぜ
ら
れ
六
ら
し
い
。

二
・
月
二
十
一
昌
臼
（
土
）

小
マ
セ
ラ
ン
雲
の
比
較
星
か
ミ
ス
・
チ
ー
カ
ー
の
手
か
ら
、
ぼ
つ
ノ
、
ミ
ま
に

つ
て
來
索
の
で
、
A
「
ロ
μ
瞳
μ
ブ
ル
ー
ス
宣
響
具
版
の
カ
タ
ロ
グ
た
五
つ
穴
。

　
夕
方
、
室
佳
氏
に
招
か
れ
、
加
｝
膿
、
春
ロ
U
井
、
藤
．
原
氏
ご
丘
ハ
に
瀞
ス
ト
ン
支

那
人
街
の
醇
心
意
へ
行
っ
て
晩
餐
。
其
の
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
街
為
暫
く
散
歩
し

て
昂
宅
Q

二
月
二
十
圏
日
（
日
）

　
朝
、
ア
プ
ル
玉
ン
・
チ
ャ
ペ
ル
で
禮
拝
。
そ
れ
か
ら
藤
僚
、
上
井
、
北
澤
氏
等

蜜
暫
く
散
歩
Q

　
午
后
二
時
、
爾
人
で
室
住
氏
の
病
氣
葎
見
舞
ひ
、
そ
れ
か
ち
、
天
色
璽
に
シ

ヤ
プ
ソ
イ
宅
潜
訪
問
、
庭
前
の
冒
す
べ
り
の
群
集
な
ご
た
暫
く
眺
め
て
ゐ
六
〇

三
途
、
高
松
氏
の
紹
介
歌
た
持
っ
て
ミ
ス
・
ホ
ー
ト
ン
た
訪
問
ゆ

二
月
国
回
十
眠
日
（
月
）

　
午
前
申
、
小
マ
セ
ラ
ン
雲
の
爲
眞
板
カ
タ
ロ
グ
禺
來
。

　
午
后
五
時
置
り
の
物
理
學
談
話
會
に
ば
、
御
大
ラ
イ
マ
ン
教
授
が
紫
外
線
分

光
學
の
ロ
最
近
盛
況
々
述
べ
ら
れ
郭
。

日
本
よ
り
、
東
宮
御
．
成
婚
の
工
事
の
薪
聞
ご
つ
さ
q
來
る
。
叉
、
安
田
兄
よ
り

に
【
．
改
造
」
潜
迭
ら
れ
公
。

　
シ
ー
グ
・
リ
ー
ヴ
ス
老
よ
り
來
虫
日
〇

二
月
二
†
爽
日
（
火
）
．

　
今
日
か
ら
、
い
よ
一
、
小
マ
セ
ラ
ン
雲
の
中
の
攣
光
星
存
測
り
始
め
み
9

先
づ
第
一
に
第
三
十
五
野
の
附
近
か
ら
。

　
ナ
ラ
ン
ダ
の
、
ラ
イ
デ
ン
天
丈
琉
量
長
テ
・
ッ
タ
ー
由
教
授
よ
A
り
來
書
）
ヘ
ル
ツ
ス

プ
ル
ン
グ
教
授
ぱ
五
月
末
に
南
無
よ
り
露
、
賦
す
る
宙
Q

二
月
二
十
七
日
（
水
）

　
夜
八
、
時
か
ら
、
天
丈
塵
の
中
で
、
天
文
談
話
會
が
開
か
れ
、
先
づ
ミ
ス
・
ペ
イ

ン
の
「
恒
星
ス
ペ
ク
下
ル
中
の
シ
サ
コ
ン
線
」
定
い
ふ
同
女
更
最
近
の
研
究
結
果

の
獲
表
が
あ
り
、
次
で
自
分
が
「
日
本
に
於
け
る
天
交
學
」
ご
い
ふ
題
で
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ろ
ぼ
ん

撰
か
り
講
毒
々
し
雲
．
日
本
か
ら
持
肇
の
算
盤
や
星
座
早
見
た
見
ぜ
糞
建
、
お

が
「
，
何
れ
も
大
持
て
で
あ
っ
カ
。

　
天
界
二
月
號
到
着
Q

三
玉
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一．

H
月
二
十
八
日
（
木
）

　
例
に
よ
っ
て
、
小
マ
セ
ラ
ン
墾
置
研
究
Q

二
月
二
十
九
日
越
金
）

　
ア
ダ
ム
ス
氏
の
す
、
め
に
よ
り
、
自
分
の
太
陽
研
究
報
告
な
シ
ヤ
プ
ソ
イ
氏

に
見
ぜ
ろ
こ
定
に
し
六
〇

　
夕
方
に
二
三
、
加
藤
爾
二
三
招
い
て
晩
餐
た
共
に
し
、
其
の
後
、
四
人
連
れ

で
＼
か
れ
て
の
招
待
に
二
曲
じ
、
瀞
ス
ト
ン
一
二
の
ト
エ
ン
テ
イ
ス
・
セ
ン
チ
ユ
リ
・

〃
ヲ
プ
内
．
．
開
か
れ
ろ
目
本
島
會
の
洞
房
に
出
席
。
日
本
人
ば
五
六
十
人
、
多

く
は
學
生
で
、
劔
道
や
、
尺
八
や
、
能
や
、
詩
の
朗
讃
な
ざ
た
や
つ
索
。
最
後

に
君
が
代
を
歌
つ
六
〇
此
の
席
上
、
吉
田
書
伯
の
日
本
雷
が
壁
間
に
美
し
く
陳

列
さ
れ
て
ゐ
六
。

三
月
一
日
（
土
）

　
午
前
申
、
天
蓋
墓
で
マ
セ
ラ
ン
雲
研
究
。

　
午
后
二
時
半
か
．
ら
、
室
住
加
藤
爾
私
讐
共
に
プ
〃
ク
ラ
イ
ン
の
後
藤
田
氏
な

訪
問
、
恰
も
、
大
橋
川
上
爾
氏
が
來
合
ぜ
て
る
ら
れ
．
か
の
で
大
寒
ぱ
ひ
。
後
藤

田
氏
に
ラ
ヂ
オ
の
研
究
家
で
あ
ろ
が
、
叉
，
手
製
の
「
李
下
遠
鏡
な
ご
も
持
っ

て
ゐ
ら
れ
る
の
で
b
金
星
な
そ
れ
で
見
糞
り
し
糞
。
夕
方
、
一
同
七
人
揃
っ
て

瀞
ス
ト
ン
の
山
文
那
食
店
へ
行
昏
㌧
、
九
時
か
†
頃
二
塁
。
断
即
途
。
室
仕
陪
加
蔽
琳
繭
…
氏
ミ

自
分
ぜ
に
來
週
中
に
各
マ
ラ
デ
ナ
・
セ
ン
ト
為
手
製
す
る
こ
定
海
申
合
ぜ
六
〇

閏昌

詩
?
ｷ
日
日
）

　
朝
、
大
學
の
ア
プ
ル
｝
ン
。
チ
ャ
ペ
ル
で
禮
拝
，
後
、
日
本
人
．
四
五
人
電
共
に

ヤ
ー
ド
で
爲
眞
な
．
ε
撮
り
、
暫
く
散
歩
。

　
午
后
一
時
に
に
，
招
か
れ
て
、
バ
キ
ン
ガ
ム
街
の
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
宅
に
行
き
、

午
餐
の
饗
た
．
受
け
、
そ
れ
か
ら
二
時
．
間
程
、
世
間
話
。
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
に
例
の
通

り
先
年
の
ベ
ル
；
族
行
の
土
産
謡
で
持
．
ち
切
り
。

山城

]
戦
轟
日
（
月
）

　
午
前
中
ば
天
守
豪
Q
午
后
、
瀞
ス
｝
ン
へ
行
き
、
二
三
の
店
で
レ
デ
ナ
（
無

線
電
話
）
に
必
要
な
も
の
存
意
ひ
、
序
で
に
■
、
二
時
渦
【
ぎ
、
下
り
モ
ン
㍗
會
堂

で
デ
非
塾
．
・
カ
パ
フ
イ
ル
ド
（
デ
ケ
ン
ス
原
作
）
の
活
動
藩
准
見
糞
O

　
汐
方
、
早
り
で
プ
ラ
〃
氏
為
訪
ひ
、
ソ
デ
ナ
の
謬
考
公
命
二
三
冊
借
る
。

三
六

繭呈

脂
囀
冝
i
火
）

　
例
よ
り
も
早
越
き
、
食
後
、
ス
グ
エ
ア
で
散
髪
し
て
か
ら
天
丈
璽
（
行
く
。

仕
串
畢
ば
、
や
P
μ
り
、
小
マ
セ
ラ
ン
璽
岡
中
の
㈱
愛
光
星
測
定
O

　
午
后
ぽ
μ
、
又
、
瀞
ス
ト
ン
へ
漏
斗
」
、
昨
日
隅
員
．
ひ
一
心
れ
六
ソ
デ
ナ
の
部
分
ロ
叩
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
デ
ナ

二
つ
六
。
そ
れ
か
ら
蹄
っ
て
、
室
の
天
井
に
架
空
線
な
張
る
。

口昌

詞
ﾜ
日
（
水
）

　
終
日
天
丈
盗
り
英
子
に
三
時
か
ら
プ
ラ
ク
宅
へ
行
ぐ
。

　
夜
、
感
波
結
晶
た
用
み
て
レ
デ
ナ
か
試
白
し
て
見
索
が
、
手
製
ツ
イ
ル
不
完

全
の
カ
め
失
敗
で
あ
っ
糞
。

鼠
月
六
日
（
木
）

　
午
后
、
シ
ヤ
プ
ソ
イ
盛
長
に
㍉
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
丈
璽
で
自
分
が
や
つ
六
太

陽
研
究
の
”
建
な
ご
話
し
、
術
序
で
に
、
マ
セ
ラ
ン
雲
の
光
輝
分
布
問
顯
や
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

雲
星
野
分
布
や
愛
光
星
統
計
等
に
つ
い
て
小
一
時
間
ほ
ざ
話
す
。

　
夕
方
、
ハ
ー
ブ
ー
ド
・
ス
ク
エ
ア
で
レ
デ
ナ
部
分
品
の
不
足
の
も
の
祉
買
ひ
、

食
後
、
ハ
イ
ネ
ス
型
の
受
信
器
た
組
立
て
れ
。
午
后
八
時
頃
、
受
話
器
な
耳
に

あ
て
、
蓄
電
板
な
ま
に
し
て
、
始
め
て
メ
ド
フ
ナ
ド
の
W
G
I
か
ら
音
樂
存
聞

く
Q
ま
す
く
成
功
ー
ー
一

三
月
七
日
（
金
）

　
朝
、
セ
ン
ト
ラ
ル
廣
場
で
ン
デ
オ
の
部
分
品
た
買
び
青
し
六
。
瀞
ス
｝
ン
ま

で
出
掛
け
ろ
必
要
に
無
い
わ
け
だ
。

　
午
后
、
天
文
壷
か
ら
麟
っ
て
、
ハ
イ
ネ
ス
式
の
受
信
装
置
た
チ
ョ
コ
ソ
ー
ト

箱
の
中
に
牧
め
、
例
の
W
G
I
な
吾
こ
、
夜
遅
く
、
術
、
波
長
の
長
い
も
の
三

つ
ば
か
り
を
互
い
穴
が
配
信
通
知
が
弱
く
て
聞
き
坂
れ
な
い
。
製
革
過
ぎ
の
二

時
牛
頃
、
ふ
亡
思
ひ
出
し
て
床
よ
り
処
き
出
で
、
ね
ま
き
の
ま
ト
で
受
話
器
か

取
り
上
げ
、
弱
い
電
波
炬
あ
さ
っ
て
み
ろ
中
、
或
る
場
所
で
賑
々
し
い
ダ
ン
ス

音
樂
為
や
つ
て
み
る
の
が
聞
え
て
來
表
。
暫
く
し
て
、
其
の
音
響
が
途
切
れ
六

か
亡
思
ふ
ビ
、
口
上
係
の
聾
が
、
「
之
れ
に
K
Y
W
局
で
す
」
ぜ
言
ふ
ち
や
な
い

か
ロ
K
Y
W
に
確
か
に
シ
カ
ゴ
市
の
獲
信
局
で
あ
ろ
。
築
地
な
距
る
實
に
八
百

六
十
哩
Q
替
れ
が
手
製
の
受
話
器
で
聞
壱
取
れ
索
定
に
、
．
自
分
な
か
ら
驚
い
糞


